
令和６年度埼玉版ＦＥＭＡシナリオ作成等業務委託の 

公募型プロポーザルに係る参考資料 
 

 下記資料は、「令和６年度埼玉版ＦＥＭＡシナリオ作成等業務委託」の公募型

プロポーザルを実施するに当たり、当該業務の理解に資することを目的とし、参

考として提示するものである。 

 参照に当たっては、以下の点に留意すること。 

  ・各参考資料は、令和５年度に作成したものを基に、公開用に加工したもの

であること。 

  ・今年度の業務実施において、各資料の記載や様式等に必ずしも縛られるも

のではないこと。 

 

＜参考資料＞ 

（１）埼玉版ＦＥＭＡの概要 

（２）シナリオ 

 ア、役割分担表 

 イ、タイムライン 

 ウ、訓練シナリオ（抜粋） 

 ※ 対処事項別フローチャートについては参考掲示なし。 



埼玉版FEMAの概要

〇関係機関同士の「顔の見える関係」と「連携の強化」を推進する手法である。（新組織を立ち上げるものではない）

〇図上訓練は自由に意見を交わす検討会方式で実施する。

埼玉版ＦＥＭＡの特徴

〇 平時において起こり得る災害をあらかじめ想定し、その規模や種類に応じて対応する官民の組織、団体、企業
などを定め、時系列的に実施すべき行動をあらかじめ取り決めておく。

⇒危機管理の要諦は想像力と平時の「準備」にある

〇 この取り決めに基づき災害対応のシナリオを作成し、図上訓練を繰り返し、災害対応力を高めていく手法である。

⇒シナリオ作成や図上訓練を通して関係機関同士の「顔の見える関係」と「連携の強化」を推進する

埼玉版ＦＥＭＡの概要

【FEMA（米国緊急事態管理庁）】
・国土安全保障省（DHS）に属する米国の政府機関。緊急対応時にはFEMAに権限を一元化、実動部隊を備える。
・埼玉版FEMAでは、県は実動部隊を持たず専門家も限られているため、FEMAが災害に応じて様々な専門知識を有する政府機関
や民間を組み合わせ、実効性ある初動体制を迅速に行えるよう調整する機能に着目した。

〇令和２～５年度 ：風水害、地震災害、大雪災害、火山噴火、国民保護のシナリオを一定程度作成・熟成
計２２回実施。延べ８２８機関、1,250人が参加

〇令和５年度の内容：計６回実施
①「国民保護（ミサイル）事案への初動対応」、②「風水害時における避難所運営と避難者支援」
③「大規模地震時における道路啓開・火災への対応」、④「平野部における大雪被害への対応」
⑤「大規模地震時における帰宅困難者への対応」、⑥「火山噴火時における降灰被害への対応」

図上訓練の実施状況

①シナリオ作成

具体的な被害を
前提に、関係機
関への確認等の
上でシナリオを
作成

②シナリオに基づく
訓練

シナリオに基づき図
上訓練を実施。

③課題の抽出

事後検証を行い、
新たな課題等を
明らかにする。

埼玉版ＦＥＭＡの実施手順

〇 検討会方式（学習型訓練）で訓練を実施
・「進行役（ファシリテーター）」による質問と、参加者からの回答を繰り返す形式
・質疑応答を通じて、各機関の対応を関係者間で確認・共有
・ロールプレイング方式ではなく、自由に意見を交わす方式

図上訓練の実施方法

参考資料（１)

④シナリオへの反映

明かになった課題等
をシナリオに反映。

更新したシナリオを
基に更に検討を深め
る。



令和６年３月

～地震時の建物損壊等への対応～

統
括
部

渉
外
財
政
部

総
務
部

県
民
安
全
部

農
林
対
策
部

給
水
部

産
業
対
策
部

環
境
対
策
部

救
援
福
祉
部

医
療
救
急
部

応
急
復
旧
部

住
宅
対
策
部

下
水
道
対
策
部

輸
送
部

文
教
部

議
会
部

応
援
部

支
部

市
町
村

消
防
本
部

警
察
本
部

陸
上
自
衛
隊

内
閣
府

(

防
災
担
当

)

熊
谷
地
方
気
象
台

電
力
・
ガ
ス
事
業
者
等

鉄
道
事
業
者

県
バ
ス
協
会

県
倉
庫
・
ト
ラ
ッ

ク
協
会

物
資
事
業
者
等

県
レ
ッ

カ
ー

協
会

県
建
設
業
協
会

帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ

一
時
滞
在
施
設

本部、支部運営 ◎ ○

情報収集、施設応急対策 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リエゾンの派遣、人的応援 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報 地震、被害情報、住民への注意喚起 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

活動拠点の開設・運営 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

消火・救出・救急活動、ヘリ調整 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

ＤＭＡＴ、医療活動 ○ ◎ ○ ○ ○

広域医療搬送 ○ ◎ ○ ○

応急危険度判定 判定員の参集、配分、判定 ○ ◎ ◎

一時滞在施設の開設、運営 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

駅利用者の安全確保 ○ ○ ○ ○ ◎

徒歩帰宅支援 ◎ ○ ◎ ○ ◎

要配慮者の移送（バス、河川船運） ○ ○ ○ ◎ ○ ○

避難所、緊急避難場所の開設・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

避難指示、避難誘導、移送 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

物資拠点の開設・運営 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

物資の調達、供給、輸送 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

電気・ガス・上下水道の復旧 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

公共交通機関の運休、復旧 ○ ○ ◎ ◎ ◎

道路対策 道路規制・啓開・復旧 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

【凡例】◎：主要機関（Primary）　○：支援機関（Secondary）
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救出・救急活動

医療救護等対策

帰宅困難者対策

避難対策

ライフライン対策

埼玉版ＦＥＭＡ



フェーズ１
地震発生直後

フェーズ２
地震発生数時間後

フェーズ３
地震発生３日後

0h +1h +2h +3h +4h +5h +6h +7h +8h +9h +72h +75h +78h

状
況

埼
玉
県

ライフライン支障（停電、ガス供給停止、通話・通信が繋がりにくい）

埼玉版ＦＥＭＡ 令和６年３月

主要駅とその周辺地域で多数の帰宅困難者が発生

火災の通報、拡大

帰宅困難者が帰宅開始

徒歩帰宅者による道路混雑

災害対策本部
・幹部（知事、副知事、部⾧、副部⾧）の安否確認、報告

・自衛隊災害派遣要請
・緊急消防援助隊出動要請
・DMAT応援要請
・埼玉県特別機動援助隊（SMART）要請

・応急危険度判定支援本部の設置

県本部運営

消火・救出・救急活動

・第１回本部会議開催
・本部⾧記者会見

・職員の安否、参集確認
・県施設の被害、安全確認
・情報収集
・警察本部、消防庁、自衛隊等との連絡調整
・災害救助法の適用

道路対策

・被災情報の収集
ʷ道路パトロールの実施
ʷ協定先建設事業者による

河川・道路の安全確認

・道路調整チームによる調整
ʷ道路啓開計画（優先啓開ルート、災対法に基

づく区間指定、啓開体制の確保 等）
・道路被害状況の集約、関係機関への伝達

・人的相互応援
ʷ緊急災害対策派遣隊派遣要請
ʷ彩の国災害派遣チームの派遣
ʷ総務省（応急対策職員派遣制

度）に人的応援要請

・部隊調整班の設置
ʷ埼玉県消防応援活動調

整本部の設置
ʷ航空調整係の設置

医療救護等対策

・EMIS等による災害拠点病院の状況把握
・DMAT県調整本部、ＤＭＡＴ活動拠点本部

の設置

帰宅困難者対策（一斉帰宅抑制・一時滞在施設運営）

・県民への情報発信
（テレビ、ラジオ、Lアラート等）

ʷ県内被害状況、交通情報、安否確認手段、
一時滞在施設開設状況 等

・一時滞在施設（県有施設）の開設要請

・市や一時滞在施設からの
要請に基づき備蓄を提供

・医療機関からの依頼に基づく
入院患者の移送調整

・帰宅支援
ʷ災害時帰宅支援ｽﾃｰｼｮﾝに開設要請
ʷ県民への情報発信

・交通管理者に通行規制要請
・自力で帰宅できない人の代替輸

送調整
ʷバス協会への依頼
ʷ河川舟運の調整

・被災病院、災害拠点病院への
支援

・厚労省DMAT事務局を通じた
県外応援の調整

・防災活動拠点開設

・状況に応じ広域医療搬送拠点設置
・災害拠点病院の病床を空けるため

に軽症患者の移動調整

帰宅困難者対策（帰宅支援）

応急危険度判定

・応急危険度判定員の参集
・判定員の配分調整、判定実施

避難対策
・県有施設の避難所開設、運営
・避難の広報 ・市町村が開設する避難所の運営支援

・物資オペレーションチーム設置
・物資供給の手順の確認
・国等との連絡体制の確認

物資供給・輸送対策（物資拠点の開設・運営｜物資の調達、供給、輸送）

・県防災基地の開設
・県備蓄物資の市町村への提供
・協定締結事業者・団体への物資提供の要請

・国のプッシュ型支援についての調整
・県広域物資拠点の開設
・物流専門家の派遣要請

ライフライン対策
・電気・ガス・水道・通信・公共交通機関の被害把握 ・ライフライン調整チームによる調整
・県民への広報

タイムライン（時系列の行動計画）
～地震時の建物損壊等への対応～

・応急復旧部より道路啓開依頼
ʷ県土整備事務所・県建設業協会・県

レッカー協会
・道路啓開区間の道路利用者への周知

・被災医療機関の機能維持
（人材や物資の供給等）

想定地震２
・震源：埼玉県北部
・規模：マグニチュード8.1
・埼玉県最大震度６強

・庁舎が危険な場合は代替庁舎に本部移設

・部隊調整班による現場部隊との調整
（消防、警察、陸上自衛隊、防災航空隊など）

多数の避難者の発生

危険物・高圧ガス・火薬類施設火災(異臭、目の痛み)想定地震１
・震源：東京都23区
・震源の深さ：27km
・規模：マグニチュード7.3
・埼玉県最大震度６強

一部地域ライフライン支障継続

・建物倒壊
・道路被害（電柱倒壊、道路陥没、移動不能車両放置等） ・物流の停滞
・人的被害（多数の負傷者、死者、安否不明者） ・医療機関の被災による医療ひっ迫

地
震
発
生



フェーズ１
地震発生直後

フェーズ２
地震発生数時間後

フェーズ３
地震発生３日後
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ライフライン支障（停電、ガス供給停止、通話・通信が繋がりにくい）

埼玉版ＦＥＭＡ 令和６年３月

主要駅とその周辺地域で多数の帰宅困難者が発生

火災の通報、拡大

帰宅困難者が帰宅開始

徒歩帰宅者による道路混雑

災害対策本部

・主要駅周辺の混雑・滞留状況の情報収集
・市民への情報発信
（SNS、エリアメール、防災行政無線 等）

ʷ交通情報、被害状況、一時滞在施設開設状況、
代替交通手段 等

・近隣消防への応援要請
・県下消防への応援要請

・火災の通報を受けて出動

・官邸対策室設置
・緊急参集チーム協議開始

緊急災害対策本部

避難対策、避難所運営

帰宅困難者対策（一斉帰宅抑制・一時滞在施設運営）

市町村本部運営

・住民への呼びかけ（首⾧メッセージ等）

・火災からの住民の避難誘導
ʷ警戒区域の設定、避難の呼びかけ

・県へ緊急消防援助
隊出動要請を要求

救出・救急活動

・緊急交通路の指定

・住民への避難等呼びかけ
ʷ活動現場で消防車両のマイクを使用
ʷHP、報道機関への情報発信

・リエゾン派遣（県、市町村）

・徒歩帰宅による緊急車両等へ
の支障がある場合の対応
ʷパトロールカーによる広報
ʷ緊急交通路の指定
ʷ車両検問所の設置

・消防部隊による活動、
被害状況確認

・指揮統制の確立
・リソースの配分
・自治体災対本部との

連携

・全職員自動参集（原則自所属へ）
・消防本部内に警防本部設置
・各消防署に警防大隊設置

・全職員自動参集（原則自所属へ）

・全職員自動参集
・職員の安否確認
・所管施設等の被害確認

災害警備本部

・避難誘導等
ʷ広報車、ヘリ、現場警察官の

拡声器等による呼びかけ

・第１回本部会議開催

・応急危険度判定実施本部の設置

道路対策

・災害警備活動
・警察災害派遣隊の出動要請

・協定先に一時滞在施設の開設要請

・一時滞在施設からの要請
に基づき備蓄を提供

・警戒区域設定の調整
ʷ警察、市町村との調整
ʷ住民への広報、退去指示

・水利確保
ʷ消防団や応援部隊との調整

・立入禁止区域の設定
・住民避難

ʷ現地での情報収集、他機関との共有
ʷ警察署員、自動車警ら隊、交通機動隊による

交通規制や無線機での広報活動

・危険物・高圧ガス・火薬
類施設の火災対応
ʷ危険区域の設定、付近住

民への注意喚起
ʷ危険物の特定、漏洩防止
ʷ管内の重機保有業者への

支援依頼

・警戒区域外への避難者輸送をバス協会
や交通事業者に依頼

・帰宅支援
ʷ災害時帰宅支援ステーションに

よる支援
ʷ避難所等のトイレや休憩場所の

提供
ʷ市民への情報発信

道路対策（交通規制）

・担当職員が指定避難所に参集

・庁舎が危険な場合は代替庁舎に本部移設

大規模災害時の指揮統制体制

消火・救出・救急活動

・消防団との連携

・火災からの避難場所(県営公園等)の運営

帰宅困難者対策（帰宅支援）

タイムライン（時系列の行動計画）
～地震時の建物損壊等への対応～

・住民避難
ʷ消火活動を優先
ʷ自治体、消防団、警察との連携

帰宅困難者対策（駅利用者の安全確保）

・駅の混雑・滞留状況の情報収集

・駅周辺の混乱防止

帰宅困難者対策（徒歩帰宅支援）

想定地震２
・震源：埼玉県北部
・規模：マグニチュード8.1
・埼玉県最大震度６強

多数の避難者の発生

危険物・高圧ガス・火薬類施設火災(異臭、目の痛み)想定地震１
・震源：東京都23区
・震源の深さ：27km
・規模：マグニチュード7.3
・埼玉県最大震度６強

一部地域ライフライン支障継続

・建物倒壊
・道路被害（電柱倒壊、道路陥没、移動不能車両放置等） ・物流の停滞
・人的被害（多数の負傷者、死者、安否不明者） ・医療機関の被災による医療ひっ迫
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